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�天童中部レクリエーション大会で、中部地域づ
くり委員会が作成した「天童いろはかるた」を
使い「天童いろはかるた争奪戦」を行いました。
地域の方が見守る中、小中学生が参加。かるた
を取ると誇らしげに掲げていました。 ２　新体制でスタート

 ４　一般質問　８人
 ９　予算特別委員会　平成２９年度補正予算
 １０　決算特別委員会　平成２８年度決算
 １２　討論
 １３　提出された議案とその結果
 １４　議会報告・意見交換会の検討結果
 １６　市民の声・１２月定例会の日程（予定） http://www.city.tendo.yamagata.jp

インターネットで
議会中継



各会派の立ち会いによる開票作業

■
議
長
選
挙
の
結
果

　
赤
塚
幸
一
郎　
１１
票

　
山
崎　
　
諭　
９
票

　
結
城　
義
巳　

２
票

■
副
議
長
選
挙
の
結
果

　
松
田　
光
也　
１１
票

　
村
山　
俊
雄　
１０
票

　
無
効　
　
　
　
１
票

新体制で
　　スタート
議　長　赤塚幸一郎
副議長　松田　光也 を選出

就任のあいさつ
　
９
月
２２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
正
副
議
長
の
辞
任
に
伴

う
正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、投
票
に
よ
っ
て
新
し
い
議
長
、

副
議
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
２９
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
議
会
選
出
監
査

委
員
、
各
常
任
委
員
会
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
等

の
選
任
を
行
い
、
新
し
い
議
会
の
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

議
長

副
議
長

松
田　
光
也

赤
塚
幸
一
郎

　全議員と協力し合い、
政策立案能力を高めると
共に、市民への情報発信
に努めます。

　議長を補佐し、開かれ
た議会運営と民主的な地
方自治の実現に向けて努
力いたします。

会 派 の 構 成 議会選出の委員・組合委員
天 童 市 監 査 委 員 山口　桂子

東 根 市 外 二 市 一 町
共立衛生処理組合議員

遠藤　敬知、佐藤　俊弥
笹原　隆義

天 童 市 都 市 計 画
審 議 会 委 員

水戸　　保、石垣　昭一
山崎　　諭、後藤　和信
村山　俊雄、遠藤　喜昭

乱 川 河 川 改 修 促 進
期 成 同 盟 会 委 員

赤塚幸一郎、伊藤　護國
松田　光也、村山　俊雄
水戸　芳美、武田　正二
三宅　和広

天童東根村山線整備
促進期成同盟会委員

赤塚幸一郎、水戸　芳美
伊藤　護國、村山　俊雄

田 井 橋 再 架 促 進
期 成 同 盟 会 委 員

赤塚幸一郎、水戸　芳美
山崎　　諭、松田　光也

会
派
名

議員氏名 役職
会
派
名

議員氏名 役職

清
新
会

村山　俊雄 会 長
て
ん
ど
う
創
生
の
会

渡辺　博司 会 長

遠藤　敬知 幹事長 遠藤　喜昭 副会長

伊藤　護國 三宅　和広 幹事長

水戸　　保 笹原　隆義 副幹事長

鈴木　照一 熊澤　光吏 会 計

山崎　　諭

政
和
会

後藤　和信 会 長

山口　桂子 佐藤　俊弥 幹事長

水戸　芳美 会 計 松田　光也

武田　正二 結城　義巳
日
本
共
産
党

天
童
市
議
団

伊藤　和子 会 長

石垣　昭一 会 計

※‌�会派に属さない議員：赤塚幸
一郎（議長）、狩野佳和
※‌�議長は、申し合わせにより、
任期中に限り会派から離脱し
ています。
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委 員 会 の 構 成

天童市議会の構成

環境福祉常任委員会

村山俊雄　　狩野佳和　　後藤和信
伊藤護國　◎遠藤敬知　○三宅和広　伊藤和子

総務教育常任委員会

佐藤俊弥　　山口桂子　　笹原隆義
水戸　保　◎武田正二　○渡辺博司　結城義巳

◎印…委員長　○印…副委員長

議会運営委員会

武田正二　　熊澤光吏　　三宅和広
石垣昭一　◎村山俊雄　○遠藤敬知　後藤和信

経済建設常任委員会

山崎　諭　　熊澤光吏　　松田光也
石垣昭一　◎水戸芳美　○遠藤喜昭　鈴木照一

議会

常任委員会

議会運営委員会

総務教育常任委員会

環境福祉常任委員会

経済建設常任委員会

総務部、会計課、消防本部、教育委員会等を所管・
審査・調査
健康福祉部、市民部、市民病院を所管・審査・調査
経済部、建設部、上下水道事業所、農業委員会を所管・
審査・調査
各会派から選出された委員で構成し、会期の決定、議案の
取り扱い、その他議会運営に関すること等について協議する。
予算についての審査
決算についての審査
議会内部の問題として意思疎通等を図る必要がある
と認めた場合、議長が招集し、議員全員で協議する。
市議会だよりの発行、ホームページ等の議会の広報
に関する必要事項を協議する。
各会派の代表者で構成し、各会派間の意見の調整、連絡、
協議等の必要があると認められる場合、議長が招集する。

予算特別委員会
決算特別委員会

全員協議会

広報委員会

各派代表者会

特別委員会

諸会議

てんどう市議会だより №1583



９ 月 定 例 会

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、８月３０日・３１日の２日間
の日程で、８人の議員が行いました。
　田園集落や空き家対策などの住宅課題や子育て支援
日本一を目指す施策をはじめ、ジャガラモガラの活用
等について、市長や教育長等の見解を求めました。
※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

　平成２９年度第３回市議会定例会（９月定例会）
は、８月２８日から９月２９日までの３３日間の会期
で開かれました。
　初日の本会議で、市長提出の人事議案７件に
ついて採決が行われました。そのほか、平成２８
年度決算議案１１件、平成２９年度一般会計補正予
算をはじめとする予算議案９件及び条例議案等
３件については、決算特別委員会、予算特別委
員会及び所管常任委員会に付託され、１３日の本
会議で採決が行われました。
　また、９月２9日に人事案件１件及び予算議案
１件が提出され採決が行われました。
（採決結果は１３ページに掲載してあります。）

審　議　日　程
月　日 内　　　容

８．２８（月） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会、決算特別委員会の設置など）

８．３０（水）
８．３１（木） 本会議（市政に関する一般質問）

９．１（金） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
９．４（月） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）
９．５（火）
９．６（水）
９．７（木）

決算特別委員会（付託案件の審査）

９．８（金） 決算特別委員会（付託案件の審査、討論・表決）
９．１１（月） 予算特別委員会（付託案件の審査、討論・表決）
９．１３（水） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）
９．２２（金） 本会議（正副議長選挙）
９．２９（金） 本会議（各委員会の選任など）

石
垣
昭
一 

議
員

＊�

農
地
中
間
管
理
事
業
と
本
市

の
農
地
管
理
の
将
来
の
方
向

性
に
つ
い
て

＊�

ゆ
ぴ
あ
周
辺
開
発
に
つ
い
て

伊
藤
和
子 

議
員

＊�
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指

針
に
照
ら
し
て
、
本
市
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
改
善
を

図
る
こ
と
に
つ
い
て

＊�

国
連
会
議
で
核
兵
器
禁
止
条

約
が
採
択
さ
れ
た
が
、
市
長

の
考
え
は

笹
原
隆
義 

議
員

＊�

本
市
に
お
け
る
通
学
区
域
見

直
し
に
つ
い
て

遠
藤
喜
昭 

議
員

＊�

ジ
ャ
ガ
ラ
モ
ガ
ラ
の
活
用
に

つ
い
て

三
宅
和
広 

議
員

＊�

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
い
て

＊�

子
ど
も
の
大
人
体
験
活
動
を

通
し
た
中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
つ
い
て

渡
辺
博
司 

議
員

＊�

田
園
集
落
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て

＊�

道
路
標
識
に
つ
い
て

結
城
義
巳 

議
員

＊�

情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護

＊�

長
期
に
わ
た
る
住
宅
政
策
の

課
題

＊�

新
教
育
委
員
会
制
度
に
お
け

る
教
育

松
田
光
也 

議
員

＊�
本
市
の
乳
幼
児
世
帯
の
育
児

環
境
に
つ
い
て

＊�

有
事
に
備
え
た
市
民
の
避
難

体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
特
に
子
ど
も
た
ち
を
守

る
た
め
の
避
難
訓
練
等
に
つ

い
て

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
清
新
会

★
政
和
会

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

「
一
般
質
問
」
っ
て
な
に
？

ＱＡ
議
員
個
人
の
立
場
か
ら
、
市
長
等
に
対
し
、
市

政
全
般
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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王
将

王
将

王
将

金
将

金
将

金
将

と

と

と

金

金

金

桂
馬

桂
馬

桂
馬

角
行

角
行

角
行

金

金

金

龍
王

龍
王

龍
王

香
車

香
車

香
車

歩
兵

歩
兵

歩
兵

銀
将

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車

飛
車

金

金

金

馬

馬

馬

市
庁
舎
に
掲
げ
ら
れ
た
懸
垂
幕

一 般 質 問

農
地
中
間
管
理
事
業
で
の

農
地
管
理
の
将
来
の
方
向
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
指
針
に
照
ら
し
て
改
善
を

石い
し

垣が
き

昭し
ょ
う

一い
ち

議
員

伊い

藤と
う

和か
ず

子こ

議
員

　
農
地
中
間
管
理
事
業
で
は
、

担
い
手
が
利
用
す
る
農
地
面
積

を
全
農
地
の
８
割
に
引
き
上
げ

る
目
標
と
し
て
い
る
が
、
本
市

で
の
農
地
管
理
の
実
態
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
の
農
地
中
間

管
理
事
業
の
賃
借
実
績
は
約
７８

㌶
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
で
は
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
に
つ
い
て
、
全
農
地
の
８０
㌫

を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
本
市

で
は
実
情
を
考
慮
し
、
農
業
経

営
基
盤
の
強
化
促
進
に
関
す
る

基
本
的
な
構
想
で
、
平
成
３４
年

度
末
の
目
標
を
５６
㌫
と
し
て
い

る
。
現
在
、
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
率
に
つ
い
て
は
、
農
業
経

　
運
営
指
針
で
は
１
つ
の
支
援

の
単
位
を
、
お
お
む
ね
４０
人
以

下
と
し
て
い
る
。
本
市
の
現
状

と
来
年
度
、
児
童
増
が
見
込
ま

れ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な

ど
、
生
活
の
場
と
し
て
不
十
分

な
所
の
改
善
策
は
。

　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
役

割
・
責
務
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
が
、
な
り
手
が
な
く
、
支
援

員
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
。
支
援
員
確
保
と
処
遇
改
善

へ
の
支
援
策
は
。

山
本
市
長　
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
施
行
後
、
条
例
に

基
づ
き
、
国
の
設
備
・
運
営
基

準
を
満
た
す
よ
う
努
め
て
い

る
。
し
か
し
、
２３
ク
ラ
ブ
の
う

営
基
盤
強
化
促
進
法
や
農
地
法

に
基
づ
く
賃
借
等
を
加
え
、
約

４５
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
水
田

が
多
く
を
占
め
、
樹
園
地
に
つ

い
て
は
樹
種
や
栽
培
品
種
、
樹

齢
、
立
地
条
件
等
に
よ
り
集
積

が
進
ま
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
樹
園
地
を
始
め
と
す
る
農
地

の
担
い
手
へ
の
集
積
に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
、
天
童
市
農
協

等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も

と
、
規
模
拡
大
を
目
指
す
農
業

者
へ
の
集
積
を
進
め
、
農
地
の

適
正
管
理
に
努
め
た
い
。

ゆ
ぴ
あ
周
辺
開
発
は

　
本
市
西
部
に
は
市
民
の
保
養

施
設
と
し
て
ゆ
ぴ
あ
が
あ
る

が
、
更
に
地
域
振
興
の
拠
点
と

す
る
た
め
に
、
保
養
施
設
と
の

関
連
を
活
か
し
た
新
た
な
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
が
必
要
と

思
う
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に

関
し
て
は
、
今
年
３
月
に
策
定

し
た
「
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
」
の
中
で
、
県
総
合
運
動
公

園
や
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利

用
も
含
め
、
当
面
、
既
存
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
有
効
活
用
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
本
市
に
は
９
ホ
ー
ル
２
コ
ー

ス
の
公
認
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
川

原
子
コ
ー
ス
が
あ
り
、
平
成
２８

年
度
か
ら
市
が
直
接
管
理
を

行
っ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
ゆ
ぴ
あ
周
辺
も
含
め
、
新

た
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
整
備

す
る
計
画
は
考
え
て
い
な
い
。

ち
、
児
童
数
４１
人
以
上
は
１４
ク

ラ
ブ
、
児
童
１
人
当
た
り
の
専

用
区
画
１
・
６５
平
方
㍍
未
満
は

４
ク
ラ
ブ
と
な
っ
て
い
る
。
大

規
模
ク
ラ
ブ
の
分
割
な
ど
に
つ

い
て
、
市
学
童
保
育
連
絡
協
議

会
や
各
児
童
ク
ラ
ブ
と
協
議
を

行
う
。

　
国
が
支
援
員
の
処
遇
改
善
策

を
充
実
さ
せ
て
い
る
が
、
支
援

員
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
と
承

知
し
て
い
る
。
市
で
は
市
報
に

募
集
記
事
を
掲
載
し
た
ほ
か
、

７
月
開
催
の
保
育
士
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
市
学
童

保
育
連
絡
協
議
会
の
ブ
ー
ス
を

設
け
た
。
今
後
も
支
援
員
確
保

に
向
け
た
積
極
的
支
援
を
行
う
。

国
連
会
議
で

核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択

　
戦
後
７２
年
経
っ
た
こ
の
夏
、

国
連
加
盟
国
の
６
割
を
超
え
る

１
２
２
か
国
の
賛
成
で
、
核
兵

器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
が

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
天
童
市

長
と
し
て
の
考
え
は
。

山
本
市
長　
核
兵
器
禁
止
条
約

の
批
准
等
の
外
交
問
題
は
、
国

の
権
限
で
行
う
べ
き
も
の
で
、

今
後
の
推
移
を
見
守
る
ほ
か
な

い
。
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実

現
は
国
際
的
に
連
携
し
て
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
恒
久
的
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
も
非
核
三
原
則
の
堅
持

と
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
い
、

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
精
神
を

守
っ
て
い
き
た
い
。
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地元青壮年会による整備活動

一 般 質 問

通
学
距
離
の
よ
り
短
い
学
校
で
も

通
え
る
よ
う　
柔
軟
な
学
区
整
備
を

ジ
ャ
ガ
ラ
モ
ガ
ラ
を
有
効
活
用
し
て

い
く
た
め
の
環
境
整
備
を
！

笹さ
さ

原は
ら

隆た
か

義よ
し

議
員

遠え
ん

藤ど
う

喜よ
し

昭あ
き

議
員

　
本
市
に
お
い
て
、
地
域
間
の

過
疎
化
に
大
き
な
開
き
が
あ

る
。
過
疎
地
域
で
は
買
い
物
難

民
な
ど
の
社
会
問
題
も
発
生
し

て
お
り
、
若
い
世
代
は
便
利
な

都
市
部
へ
流
れ
て
い
く
。
し
か

し
、
過
疎
化
の
中
で
あ
ろ
う
と

も
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
時
の

安
全
は
し
っ
か
り
配
慮
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
口

流
動
が
激
し
い
現
在
、
地
域
も

絶
え
ず
変
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い

て
今
一
度
考
え
る
時
期
が
来
て

い
る
と
考
え
る
。
以
前
よ
り
学

区
編
成
に
つ
い
て
は
市
民
か
ら

の
意
見
・
要
望
が
多
い
中
、
一

切
変
わ
っ
て
い
な
い
現
状
に
対

　
昭
和
５６
年
か
ら
地
元
上
貫
津

青
壮
年
会
が
山
形
県
指
定
天
然

記
念
物
ジ
ャ
ガ
ラ
モ
ガ
ラ
の
整

備
を
行
っ
て
き
た
。
今
で
は
そ

の
狭
い
く
ぼ
地
に
、
分
か
っ
て

い
る
だ
け
で
９４
種
類
の
植
物
が

植
生
し
て
お
り
、
こ
の
内
、
珍

し
い
植
物
が
６０
種
類
、
ベ
ニ
バ

ナ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
等
絶
滅
危
惧

種
が
１２
種
類
生
育
し
て
い
る
。

全
国
的
に
も
大
変
珍
し
い
地

名
、
環
境
、
そ
し
て
そ
の
植
生

を
市
民
の
み
な
ら
ず
県
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
交
流
人
口
に
つ

な
げ
て
行
く
べ
き
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
木
道
の
延
長
や
群

生
し
て
い
る
植
物
の
開
花
時
期

の
表
示
、
風
穴
の
冷
気
を
体
感

し
て
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

学
区
を
変
更
す
る
指
定
校
変
更

制
度
に
、
通
学
距
離
に
関
し
た

項
目
も
入
れ
る
べ
き
で
は
。

相
澤
教
育
長　
学
校
規
模
、
通

学
距
離
、
地
域
の
密
着
性
、
住

民
感
情
な
ど
十
分
に
配
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
通
学
距
離

に
お
い
て
は
小
学
校
は
概
ね
４

㌔
㍍
、
中
学
校
は
６
㌔
㍍
以
内

と
さ
れ
、
田
麦
野
以
外
は
全
て

範
囲
内
と
な
っ
て
お
り
、
総
合

的
に
考
慮
し
て
中
学
校
の
学
区

を
見
直
す
必
要
性
は
な
い
と
考

え
る
。
指
定
校
変
更
制
度
で

も
、
通
学
距
離
の
み
の
事
由
と

し
て
は
合
理
性
が
な
い
の
で
現

状
の
ま
ま
と
す
る
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や

将
来
的
な
小
中
一
貫
教
育

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通

え
る
学
校
づ
く
り
の
た
め
、
市

民
の
声
に
耳
を
傾
け
て
も
ら
い

た
い
。
学
区
に
つ
い
て
市
民
向

け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ

き
で
あ
る
と
思
う
。

　
ま
た
人
口
減
少
に
よ
る
学
校

の
統
廃
合
も
見
据
え
、
地
域
と

の
連
携
強
化
、
不
登
校
や
い
じ

め
解
消
が
期
待
で
き
る
小
中
一

貫
教
育
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き

と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
は
。

山
本
市
長　
議
員
と
教
育
長
の

議
論
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ

う
、
保
護
者
の
思
い
も
叶
え
ら

れ
る
よ
う
な
学
区
編
成
を
皆
で

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
大
き
な
課
題
で
あ
り
庁
内
、

教
育
関
係
者
の
議
論
な
ど
を
経

て
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

で
き
る
等
の
環
境
整
備
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

相
澤
教
育
長　
特
殊
な
地
形
や

貴
重
な
植
物
が
植
生
し
て
い
る

ジ
ャ
ガ
ラ
モ
ガ
ラ
は
、
本
市
の

貴
重
な
財
産
と
認
識
し
て
お

り
、
地
元
の
皆
様
の
長
年
の
環

境
整
備
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
適
切
に
保
護
し
な

が
ら
体
験
学
習
や
交
流
人
口
拡

大
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
木
道
は
平
成

６
年
度
に
森
林
体
験
・
交
流
促

進
施
設
整
備
事
業
に
よ
り
整
備

さ
れ
、
老
朽
化
に
伴
い
平
成
２７

年
度
に
更
新
工
事
を
行
っ
た
ば

か
り
で
、
市
が
早
急
に
木
道
の

延
長
な
ど
の
整
備
を
進
め
る
の

は
難
し
い
。
風
穴
の
冷
気
を
体

感
で
き
る
よ
う
中
に
入
れ
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
現
状
を
変
更

す
る
に
は
県
の
許
可
が
必
要
で

あ
る
。
県
と
十
分
に
協
議
し
専

門
家
や
地
域
の
皆
様
と
相
談
し

な
が
ら
貴
重
な
風
穴
と
植
生
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
範
囲
で
風

穴
の
温
度
が
分
か
る
よ
う
な
工

夫
を
考
え
て
い
く
。
ジ
ャ
ガ
ラ

モ
ガ
ラ
に
植
生
す
る
植
物
の
開

花
時
期
の
表
示
に
つ
い
て
は
主

な
植
物
の
見
ご
ろ
を
表
示
し
た

い
。
ま
た
、
名
前
の
由
来
や
伝

説
・
特
徴
を
紹
介
す
る
看
板
は

地
域
づ
く
り
委
員
会
等
地
域
で

設
置
す
る

場
合
、
相

談
な
ど
の

支
援
を
し

て
い
き
た

い
。
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一 般 質 問

食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
た
め
の

３０
・
１０
運
動
に
つ
い
て

田
園
集
落
、
周
辺
集
落
の

今
後
の
あ
り
方
は

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員

渡わ
た

辺な
べ

博ひ
ろ

司し

議
員

　
「
３０
・
１０
（
さ
ん
ま
る
・
い

ち
ま
る
）
運
動
」
と
は
、
食
品

ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
「
乾
杯

後
３０
分
間
は
席
を
立
た
ず
料
理

を
楽
し
も
う
。」「
閉
会
前
１０
分

間
は
自
分
の
席
に
戻
り
料
理
を

楽
し
も
う
。」
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
運
動
に
よ
り
飲
食

店
で
の
食
べ
残
し
を
約
半
分
に

減
ら
し
た
自
治
体
も
あ
る
。

　
食
品
ロ
ス
の
削
減
は
環
境
や

家
計
に
も
優
し
い
。
さ
ら
に
、

処
分
費
用
を
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
本
市
で
も
３０
・
１０
運

動
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
食
品
ロ
ス
削
減
は

重
要
な
社
会
的
課
題
で
あ
り
、

飲
食
店
や
家
庭
な
ど
各
段
階
で

　
多
く
の
学
校
で
は
、
少
子
化

に
よ
り
児
童
生
徒
の
確
保
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
。
人
口
を
増

や
す
た
め
に
、
寺
津
地
区
と
津

山
地
区
以
外
に
も
住
宅
地
の
整

備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
既
存
集
落
の
活
力

と
定
住
人
口
の
回
復
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
県
す
ま
い
・
ま
ち

づ
く
り
公
社
に
二
地
区
の
住
宅

地
整
備
事
業
の
調
査
を
要
請
し

て
い
る
。
他
の
定
住
人
口
の
回

復
策
が
必
要
な
地
域
に
お
い
て

も
、
効
果
的
な
定
住
促
進
策
の

可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　
地
域
の
店
舗
が
年
々
減
り
、

買
い
物
の
で
き
な
い
地
域
の
高

齢
者
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
で

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
３０
・
１０
運
動
に
つ
い

て
は
、
事
業
所
等
の
意
見
を
聴

き
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

「
童ワ

ラ
ベ
商
店
街
」
の
実
現

に
つ
い
て

　
明
治
大
学
の
学
生
が
天
童
市

の
地
域
活
性
化
の
た
め
に
「
童

商
店
街（
通
称
「
ワ
ラ
テ
ン
」）」

と
い
う
も
の
を
提
言
し
た
。

　
子
ど
も
向
け
の
魅
力
的
な
イ

ベ
ン
ト
を
中
心
市
街
地
で
行

い
、
そ
の
親
や
祖
父
母
が
商
店

街
に
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
実
施
し
て
い
る
「
天
童

ま
ち
な
か
大
学
」
の
中
に
、
こ

の
童
商
店
街
の
趣
旨
を
入
れ
込

み
、
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
企

画
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
本
市
が
天
童
商
工

会
議
所
と
と
も
に
主
催
す
る

「
天
童
ま
ち
な
か
大
学
」
に
お

い
て
、
秋
に
開
催
す
る
も
の
の

中
で
子
ど
も
体
験
型
ゼ
ミ
の
開

催
を
計
画
し
て
い
る
。
童
商
店

街
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。
今
後
と
も
効
果
的

な
支
援
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

あ
る
。
移
動
販
売
車
に
よ
る
買

い
物
弱
者
支
援
を
検
討
し
て
は
。

山
本
市
長　
各
地
域
に
根
差
し

て
経
営
を
続
け
て
い
る
商
店
も

あ
る
。
移
動
販
売
車
の
導
入
は

国
や
県
の
支
援
制
度
把
握
と
、

地
域
の
需
要
を
考
慮
し
な
が
ら

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
「
ド
モ
ス
」
は
、
不
便
と
の

声
が
多
く
、見
直
す
べ
き
で
は
。

山
本
市
長　
区
域
乗
合
型
エ
リ

ア
の
拡
大
に
向
け
て
見
直
し
を

行
い
、
便
利
で
効
率
的
な
運
行

を
目
指
し
て
い
く
。

　
市
街
地
循
環
バ
ス
を
導
入
す

れ
ば
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

赤
塚
市
民
部
長　
非
常
に
効
果

が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
が
現
段

階
で
は
厳
し
い
。
将
来
的
に
利

便
性
と
効
率
性
の
両
面
か
ら
検

討
し
て
い
く
。

道
路
標
識
・
表
示
の

必
要
性
に
つ
い
て

　
モ
ン
テ
通
り
の
標
識
に
つ
い

て
「
行
き
は
良
い
が
帰
り
は
分

か
り
難
い
」
と
の
声
を
聞
く
。

標
識
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

山
本
市
長　
経
路
案
内
標
識
に

つ
い
て
は
内
容
が
古
い
物
も
あ

り
、
地
名
や
施
設
名
の
修
正
を

行
っ
て
い
く
。

　
市
道
清
池
南
小
畑
線
の
標
識

を
市
内
地
区
名
に
修
正
し
て
ほ

し
い
。
他
の
標
識
に
も
市
内
地

区
名
を
極
力
標
記
す
べ
き
で
は
。

小
笠
原
建
設
部
長　
修
正
す
べ

き
点
に
つ
い
て
は
修
正
標
記
し

て
い
く
。
他
の
標
識
に
つ
い
て

も
修
正
追
加
を
検
討
し
て
い
く
。
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空
き
家
対
策
と
県
外
か
ら
の
移
住

促
進
に
よ
る
人
口
増
加
策
に
つ
い
て

天
童
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の

創
設
に
つ
い
て

結ゆ
う

城き

義よ
し

巳み

議
員

松ま
つ

田だ

光み
つ

也や

議
員

　
農
村
集
落
周
辺
は
、
高
齢
化

が
進
む
一
方
、
市
内
中
心
部
へ

の
移
動
や
県
外
へ
の
転
出
に

よ
っ
て
空
き
家
が
年
々
増
加
し

て
い
る
。
首
都
圏
等
に
住
ん
で

い
る
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
地
方

に
魅
力
を
持
ち
、
住
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
も
い
る
と
思

う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ

り
、
空
き
家
に
な
っ
て
い
る

家
、
土
地
の
ほ
か
に
庭
や
畑
も

あ
り
、
周
り
の
風
景
の
素
晴
ら

し
さ
を
情
報
と
し
て
発
信
す
る

と
共
に
現
在
の
補
助
金
制
度
を

も
っ
と
強
化
し
て
、
人
口
増
加

策
と
す
る
考
え
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
空
き
家
は
現
在
４

１
２
件
あ
る
。
そ
の
対
策
と
し

　
子
育
て
に
配
慮
し
た
環
境
整

備
の
一
環
と
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん

連
れ
の
家
族
が
授
乳
や
お
む
つ

交
換
の
た
め
に
気
軽
に
立
ち
寄

る
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
と
称
し
て
、
認

定
・
登
録
し
、
広
く
周
知
す
る

こ
と
で
、
子
育
て
中
の
家
族
が

安
心
し
て
楽
し
く
外
出
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

山
本
市
長　
お
む
つ
交
換
や
授

乳
の
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
は
、
全
国
各
地

で
設
置
さ
れ
、
指
定
施
設
と
し

て
は
公
共
機
関
の
ほ
か
飲
食

店
、
ホ
テ
ル
、
保
育
所
な
ど

様
々
な
事
業
所
が
紹
介
さ
れ
て

て
、
空
き
家
を
紹
介
し
て
利
用

者
を
募
集
す
る
「
空
き
家
バ
ン

ク
事
業
」
等
を
行
っ
て
い
る
。

市
外
か
ら
の
転
入
者
に
は
、
市

内
の
空
き
家
に
移
住
し
、
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
等
を
行
う
場
合

に
補
助
す
る
「
移
住
推
進
等
空

き
家
利
活
用
事
業
」
を
行
っ
て

い
る
。

教
員
の
多
忙
過
ぎ
る
問
題
と

教
育
委
員
会
会
議
録
の
公
開

　
先
生
方
が
忙
し
過
ぎ
る
現
状

に
つ
い
て
、
原
因
と
改
善
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
教
育
委
員
会
の
会
議
状
況
に

つ
い
て
市
民
は
知
る
こ
と
が
出

来
な
い
。
各
委
員
が
会
議
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持

ち
、
ど
う
発
言
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
、
詳
し
く
分
か
る
会
議

録
を
作
成
し
て
、
市
民
に
公
開

す
る
考
え
は
な
い
か
。

相
澤
教
育
長　
近
年
、
学
校
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
の
中

で
、
学
校
教
育
に
対
す
る
期
待

や
学
校
が
抱
え
る
課
題
の
複

雑
・
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、
保
護
者
や
地
域
等
か
ら

の
要
望
・
要
請
も
多
く
な
っ
て

お
り
、
教
員
が
多
忙
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
対
応
と
し
て
、
学

校
の
業
務
改
善
の
支
援
や
人
的

配
置
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
教
育
委
員
会
会
議
内
容
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
簡
略
し
た
会

議
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
る
。
今
後
、
発
言
委
員

名
の
記
載
に
つ
い
て
も
順
次
準

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

い
る
。
子
育
て
中
の
家
族
が
楽

し
く
外
出
で
き
る
環
境
づ
く
り

や
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援

す
る
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
る

た
め
、
今
後
、
先
進
事
例
を
調

査
研
究
し
て
、
関
係
団
体
や
事

業
所
の
意
見
を
伺
い
設
置
を
検

討
す
る
。

有
事
の
際
の

避
難
体
制
は

　
北
朝
鮮
が
８
月
２９
日
に
中
距

離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
予
告
も
な

く
東
北
・
北
海
道
方
面
に
発
射

し
、
襟
裳
岬
を
通
過
し
て
東
太

平
洋
沖
に
着
弾
し
た
。
我
が
国

の
安
全
保
障
に
と
っ
て
深
刻
、

重
大
な
脅
威
で
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
あ
る
。
本
市
の
有
事

の
際
の
避
難
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
特
に
子
ど
も
た

ち
を
守
る
た
め
の
避
難
訓
練
や

避
難
場
所
に
つ
い
て
伺
う
。

山
本
市
長　
有
事
の
際
の
避
難

体
制
は
、
国
か
ら
の
通
知
及
び

天
童
市
国
民
保
護
計
画
に
基
づ

き
、
国
や
県
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
対
応
す
る
。
弾
道
ミ
サ

イ
ル
落
下
時
の
避
難
行
動
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
行
動
内
容

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
で
知

ら
せ
て
い
る
。
子
ど
も
の
避
難

行
動
は
、
屋
外
で
は
校
舎
内

に
、
校
舎
内
で
は
窓
側
を
避

け
、
構
造
や
生
徒
数
を
勘
案
し

最
善
の
場
所
に
避
難
す
る
。

一 般 質 問
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予算特別委員会
平成２９年度一般会計補正予算
１６億9245万3000円を増額補正し

２６２億9281万円に

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

購
入
費

委
員　
増
額
補
正
し
た
ふ
る
さ

と
納
税
の
推
進
に
要
す
る
経
費

７
億
４
１
９
３
万
円
の
内
容
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長　
平
成

２８
年
度
中
に
申
し
込
み
を
受
け

付
け
た
平
成
２９
年
度
の
先
行
受

付
分
の
返
礼
品
購
入
費
等
に
充

て
る
た
め
の
補
正
で
あ
る
。
な

お
、
総
務
省
の
指
導
に
よ
り
、

本
市
で
は
今
年
９
月
１
日
か
ら

返
礼
割
合
を
３
割
以
下
と
し
て

い
る
。
８
月
末
ま
で
の
寄
附
の

状
況
は
、
昨
年
同
期
よ
り
約
３

億
円
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
９

月
に
入
っ
て
か
ら
の
寄
附
の
状

況
は
金
額
で
昨
年
同
期
よ
り
５５

㌫
減
少
し
て
い
る
。

第
３
子
以
降
学
校
給
食

無
料
化
事
業
費
補
助
金

委
員　
平
成
２９
年
度
事
業
費
補

助
金
を
当
初
１
４
９
５
万
円
と

し
て
い
る
中
で
、
対
象
児
童
生

徒
数
を
お
お
よ
そ
見
込
ん
で
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
５
２

万
円
を
補
正
計
上
し
た
訳
は
。

教
育
次
長　
平
成
２９
年
６
月
末

の
段
階
で
申
請
者
数
が
３
２
０

名
と
な
り
、
２０
名
ほ
ど
年
度
切

り
替
え
や
転
入
等
に
よ
り
増
加

し
た
。
増
加
の
内
訳
は
小
学
生

１７
名
、
中
学
生
３
名
で
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
の
増
加
も
見
込

ん
で
約
３０
名
分
の
増
額
と
し
て

い
る
。

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー

運
行
事
業
費
補
助
金

委
員　
債
務
負
担
行
為
補
正
４

３
０
０
万
円
の
内
容
は
。
ま

た
、
平
成
３０
年
か
ら
３１
年
度
分

を
今
回
の
補
正
に
入
れ
て
い
る

要
因
は
。

生
活
環
境
課
長　
平
成
３０
年
４

月
よ
り
、
区
域
乗
合
型
エ
リ
ア

と
し
て
新
た
に
２
地
区
を
計
画

し
て
お
り
、
現
在
の
ジ
ャ
ン
ボ

　
８
月
２８
日
の
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
た
後
、

本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
２９
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
の
補
正
予
算

が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

タ
ク
シ
ー
２
台
を
３
台
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
に
追
加
す

る
理
由
と
し
て
は
、
地
域
公
共

交
通
会
議
を
開
催
し
た
後
、
申

請
か
ら
実
施
ま
で
の
手
続
き
に

３
か
月
を
要
す
る
こ
と
と
、
来

年
４
月
の
運
行
に
際
し
て
、
年

明
け
に
地
区
へ
の
説
明
会
を
開

催
し
、
運
行
方
法
の
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
１２
月
や
来
年
３

月
の
補
正
で
は
、
タ
イ
ム
ス
ケ

一般会計補正予算の
あらまし

（単位：万円 単位未満四捨五入）主な内容
ふるさと納税の推進に要
する経費 ７億４，１９３

放課後児童健全育成事業
委託料 ４，６６８

認証保育所支援事業費補
助金 ６０５

元気な農業経営所得１．３
倍プロジェクト事業費補
助金

５３６

定住促進・子育て世帯支
援事業費補助金 ２，０００

第３子以降学校給食無料
化事業費補助金 １５２

衆議院議員総選挙に要す
る経費 ２，５３３

ジ
ュ
ー
ル
的
に
難
し
い
た
め
で

あ
る
。

定
住
促
進
・
子
育
て

世
帯
支
援
事
業

委
員　
定
住
促
進
・
子
育
て
世

帯
支
援
事
業
費
補
助
金
の
補
正

額
が
当
初
予
算
と
同
額
の
２
０

０
０
万
円
だ
が
、
現
状
と
今
後

の
見
込
み
は
。

建
設
課
長　
市
外
か
ら
移
住
す

る
中
で
子
育
て
世
帯
へ
の
補
助

が
４１
件
、
子
育
て
世
帯
以
外
で

１７
件
、
市
内
の
子
育
て
世
帯
が

４８
件
で
当
初
予
算
の
枠
が
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。
年
間
２
３
０

件
を
見
込
ん
で
い
る
。

てんどう市議会だより №1589



予約制乗合タクシー「ドモス」

決算特別委員会
一般会計を含む１１件を認定

　平成２８年度一般会計決算をはじめ、７件の特別会計決
算のほか、水道事業会計、公共下水道事業会計、市民病
院事業会計の計１１件が提出され、決算特別委員会に付託
されました。審査の主なものは次のとおりです。

選
挙
啓
発

高
校
生
出
前
講
座

委
員　
高
校
生
を
対
象
に
実
施

し
た
選
挙
啓
発
出
前
講
座
の
内

容
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　
選
挙

権
年
齢
が
１８
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
高
校

生
か
ら
政
治
と
選
挙
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
し

た
。
天
童
高
校
と
山
形
電
波
工

業
高
校
の
３
年
生
３
１
６
名
が

参
加
し
、
選
挙
に
つ
い
て
の
概

要
説
明
を
受
け
た
後
、
模
擬
投

票
を
実
施
し
た
。
昨
年
の
参
議

院
選
挙
で
の
２０
歳
未
満
の
投
票

率
が
２０
歳
代
の
投
票
率
よ
り
も

高
か
っ
た
が
、
そ
の
要
因
の
一

つ
と
し
て
こ
の
出
前
講
座
の
実

施
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

リ
ピ
ー
タ
ー

委
員　
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

約
２０
万
件
、
金
額
で
は
約
３３
億

５
７
５
５
万
円
の
寄
附
が
寄
せ

ら
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
、
以
前

に
も
寄
附
し
た
こ
と
が
あ
る
リ

ピ
ー
タ
ー
は
ど
れ
く
ら
い
い
る

の
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長　
寄
附

し
た
方
か
ら
答
え
て
い
た
だ
い

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
２
回

以
上
」
が
５８・７
㌫
で
あ
っ
た
。

こ
の
割
合
は
年
々
上
が
っ
て
き

て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

天
の
わ
ら
べ
ふ
る
さ
と

大
好
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

委
員　
地
域
の
ひ
と
・
も
の
・

こ
と
を
活
用
し
た
学
校
づ
く
り

体
制
整
備
事
業
４
８
９
万
９
０

０
０
円
の
内
容
と
効
果
は
。

学
校
教
育
課
長　
学
校
と
地
域

の
教
育
資
源
と
の
調
整
や
、
児

童
の
多
様
な
学
び
の
機
会
を
学

校
の
求
め
に
応
じ
て
工
夫
す
る

役
割
を
担
う
学
校
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地

域
の
専
門
家
や
協
力
者
か
ら
支

援
を
得
て
学
習
活
動
を
実
施
し

た
。
こ
の
事
業
を
活
用
し
た
学

習
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

は
、
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
、

誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

委
員　
す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル
相

談
員
の
配
置
７
７
０
万
円
の
内

容
と
役
割
は
。

学
校
教
育
課
長　
教
員
等
の
資

格
を
持
つ
嘱
託
職
員
４
名
を
各

中
学
校
に
配
置
し
、
生
徒
の
い

じ
め
・
不
登
校
等
の
未
然
防
止

や
改
善
に
資
す
る
相
談
活
動
を

実
施
し
た
。

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー

運
行
事
業

委
員　
ド
モ
ス
登
録
者
数
１
６

７
０
人
の
内
訳
と
平
成
２８
年
度

の
実
質
利
用
者
は
。

生
活
環
境
課
長　
山
口
地
区
が

全
体
の
１８
㌫
と
一
番
多
く
、
続

い
て
天
童
中
部
が
１６
㌫
、
蔵
増

と
成
生
が
１１
～
１２
㌫
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
他
が
１０
㌫
未
満
と

な
っ
て
い
る
。
実
質
利
用
者
は

３
５
８
人
と
な
っ
て
い
る
。

病
院
未
収
金

委
員　
平
成
２８
年
度
分
の
未
収

金
額
は
。
こ
れ
ま
で
の
未
収
金

件
数
と
金
額
は
。

市
民
病
院
事
務
局
長　
平
成
２８

年
度
分
の
未
収
金
額
は
約
３９
万

円
で
あ
る
。
ま
た
、
過
年
度
未

収
金
は
、
平
成
７
年
度
か
ら
平

成
２８
年
度
分
で
、
件
数
が
４
９

０
件
、
金
額
が
約
１
６
９
９
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

未
就
学
児
の

発
達
支
援
事
業
に
つ
い
て

委
員　
県
立
こ
ど
も
医
療
療
育

セ
ン
タ
ー
の
初
診
受
付
業
務
を

健
康
課
が
行
っ
て
い
る
が
、
受

付
か
ら
診
察
ま
で
時
間
が
か
か

り
過
ぎ
る
た
め
、
医
療
機
関
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

健
康
課
長　
県
に
も
要
望
し
て

い
る
が
医
療
機
関
を
増
や
す
こ
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香港での海外プロモーションの様子

と
は
難
し
い
。
受
診
ま
で
の
間

に
発
達
支
援
相
談
の
活
用
や
療

育
機
関
の
見
学
等
、
な
る
べ
く

不
安
な
く
受
診
で
き
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
る
。

海
外
へ
の
拡
販
に

向
け
て

委
員　

特
産
果
実
海
外
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
よ
る
海
外

の
反
応
は
。

農
林
課
長　
１１
月
２７
日
か
ら
２９

日
ま
で
台
湾
に
、
１２
月
１
日
か

ら
５
日
ま
で
香
港
に
、
本
市
の

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
や
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
か
け
た
。
特
に
香
港
に
お
い

て
は
人
気
が
高
く
、
今
後
も
継

続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
。

農
地
の
集
積
化
に

向
け
て

委
員　
機
構
集
積
協
力
金
交
付

事
業
８
２
０
万
円
の
具
体
的
実

績
は
。

農
林
課
長　
農
業
を
リ
タ
イ
ア

し
た
方
が
農
地
を
機
構
に
預
け

た
場
合
に
協
力
金
と
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
対
象
者

は
２２
名
で
０
・
５
㌶
以
下
を
預

け
た
方
が
１４
名
、
０
・
５
㌶
以

上
が
８
名
。
な
お
協
力
金
は

０・５
㌶
以
下
で
３０
万
円
、
０・

５
㌶
以
上
で
５０
万
円
と
な
る
。

働
き
口
の
確
保
は

委
員　
工
業
団
地
に
お
け
る
市

民
の
雇
用
状
況
は
。

産
業
立
地
室
長　
荒
谷
西
工
業

団
地
は
６
社
で
計
６
０
９
名
が

働
い
て
い
る
。
内
市
内
在
住
は

１
９
０
名
。
天
童
イ
ン
タ
ー
産

業
団
地
は
２
社
で
計
７５
名
。
内

市
内
在
住
は
２５
名
と
な
っ
て
い

る
。

空
き
家
バ
ン
ク

委
員　
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

件
数
が
少
な
い
が
、
不
動
産
業

者
と
の
連
携
や
タ
イ
ア
ッ
プ
も

必
要
な
の
で
は
。
成
約
件
数
が

４
件
あ
る
が
、
ど
こ
か
ら
こ
ら

れ
た
の
か
。

建
設
課
長　
今
後
の
連
携
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
た
い
。
２
件

は
市
内
、
１
件
は
宮
城
県
、
残

り
１
件
は
不
動
産
会
社
の
仲
介

と
な
っ
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

委
員　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

を
１
６
４
人
が
利
用
し
た
が
、

施
工
業
者
は
市
内
、
市
外
ど
の

く
ら
い
か
。経
済
波
及
効
果
は
。

建
設
課
長　
６
月
下
旬
に
は
補

助
金
申
請
が
予
算
額
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
。
市
内
業
者
９７
件
。

市
外
業
者
６７
件
だ
っ
た
。

　
総
事
業
費
は
４
億
２
４
１
万

２
０
０
０
円
で
、
経
済
波
及
効

果
は
約
７
・
７
倍
と
な
っ
て
い

る
。芳

賀
土
地
区
画
整
理

事
業

委
員　
芳
賀
土
地
区
画
整
理
地

内
の
世
帯
数
は
１
３
０
０
戸
、

人
口
４
０
０
０
人
の
目
標
だ
が

現
状
と
将
来
の
見
通
し
は
。

都
市
計
画
課
長　
平
成
２８
年
度

末
の
世
帯
数
は
５
１
０
世
帯
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
個
人
の
土

地
利
用
状
況
に
も
よ
る
の
で
断

言
で
き
な
い
が
、
未
建
築
地
に

１
世
帯
あ
た
り
敷
地
面
積
７５
坪

の
住
宅
が
建
築
さ
れ
る
も
の
と

想
定
す
る
と
、
計
画
の
数
値
に

達
す
る
こ
と
も
見
込
め
る
と
考

え
て
い
る
。

平成２8年度 各会計の決算
（単位：万円 単位未満四捨五入）

会　　計　　名 歳　入 歳　出
一 　 般 　 会 　 計 ２９０億８，２７４ ２７０億９，５７７

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 ８０億５，２８０ ７７億８，８９０
用 地 買 収 ２７９ ２０
財 産 区 １６３ ３１
介 護 保 険 ５２億８，８２８ ４９億９，２９１
市 民 墓 地 ７４６ ３３２
後期高齢者医療 ６億６，６６９ ６億４，０２４
工業団地整備事業 １２億１，８２７ １２億１，０６２

計 １５２億３，７９２ １４６億３，６５０
合　　　　計 ４４３億２，０６６ ４１７億３，２２７

水道事業会計　　　　当年度純利益　２億４，７６９万円
市民病院事業会計　　当年度純利益　　　 ６０４万円
公共下水道事業会計　当年度純利益　１億７，３０６万円
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討
　
　
論

▼‌�

認
第
１
号　
平
成
２８
年
度

　
天
童
市
一
般
会
計
決
算

〈
反
対
〉石
垣
　
昭
一
議
員

　
女
性
委
員
の
割
合
が
低
下
し

た
。
目
標
値
３０
㌫
に
す
る
の
は

男
女
共
同
参
画
推
進
に
逆
行
。

　
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行

事
業
は
１１
月
か
ら
区
域
型
を
拡

大
し
、
利
用
者
は
６
６
４
９

人
、
登
録
者
は
１
６
７
０
人
と

な
っ
た
が
、
実
利
用
者
は
３
５

８
人
だ
け
。
高
齢
者
生
活
交
通

支
援
事
業
の
交
付
条
件
の
改
善

を
望
む
声
が
あ
る
。

　
緑
地
面
積
や
公
園
管
理
を
考

慮
し
た
予
算
、
作
業
員
確
保
を

図
る
べ
き
。

▼‌�

認
第
９
号　
平
成
２８
年
度

　
天
童
市
民
病
院
事
業
会
計
決
算

〈
反
対
〉遠
藤
　
敬
知
議
員

　
医
業
収
支
は
４
億
３
６
０
０

　
９
月
１３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
決
算
議
案
２
件
と
補
正
予
算
１

件
に
つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。万

円
の
赤
字
で
、
繰
入
金
も
６

億
１
６
４
５
万
円
と
多
額
。
更

に
は
、
未
だ
市
民
に
選
ば
れ
る

病
院
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
企
業

債
償
還
の
あ
り
方
に
も
異
議
が

あ
る
。
自
治
体
そ
の
も
の
が
厳

し
さ
を
増
す
中
、
依
然
と
し
て

「
公
」
な
ら
で
は
の
高
体
質
で
、

経
営
感
覚
を
欠
い
て
い
る
。
繰

入
金
は
、
全
て
市
民
の
血
税
で

あ
る
。
将
来
、
こ
れ
を
看
過
し

た
行
政
や
議
会
も
問
わ
れ
る
こ

と
に
成
り
得
る
重
大
な
問
題
で

あ
る
。

▼‌�

議
第
２９
号　
平
成
２８
年
度

　
天
童
市
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
反
対
〉伊
藤
　
和
子
議
員

　
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行

事
業
の
債
務
負
担
行
為
の
補
正

に
つ
い
て
反
対
す
る
。

　
来
年
４
月
か
ら
区
域
乗
合
型

と
し
て
２
地
域
が
拡
大
さ
れ
る

東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

第
２
回
定
例
会

　
７
月
２４
日
に
第
２
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
平
成
２８
年
度
組

合
会
計
決
算
（
左
表
）
な
ど
が

認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
臨
時
会

　
８
月
２３
日
に
第
１
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
、
新
し
い
議
長
に

細
矢
俊
博
氏
（
東
根
市
）
を
選

出
し
ま
し
た
。

平成２８年度組合会計決算
歳入� （単位：千円、単位未満四捨五入）

歳出� （単位：千円、単位未満四捨五入）

区　分 決算額 摘　　要

市町負担金 ８１６，９６１
天　童　市　　３０８，９７０千円
東　根　市　　２５８，０９７千円
村　山　市　　１３５，２８３千円
河　北　町　　１１４，６１１千円

償還交付税 ８４，０８３ 組合債返還のため、国から交付された額
使用料及び手数料 ７７５，７８６ ごみ・し尿処理手数料、ごみ袋売上金など
国庫支出金 ４４１
財 産 収 入 ４４，３８０ アルミ、ペットボトル等売却代など
繰 越 金 １０１，７８１
諸 収 入 １７，８３０

計 １，８４１，２６２

区　分 決算額 摘　　要
議 会 費 １，７１５ 組合議員報酬など
総 務 費 ３０９，３６６ 職員給与費、手数料徴収費など
事 業 費 １，１９４，８０８ ごみ・し尿処理費用など
公 債 費 ２６９，５９１

計 １，７７５，４８０

　現人権擁護委員６氏が平成２９年１２月３１日をもって任期満了にな
ることから、次の６氏を推薦することに異議なく同意しました。

◇再任　松
まつ
村
むら
昌
まさ
子
こ
（久野本）　設

したら
楽雅

まさ
信
のぶ
（貫津）　熊

くま
澤
ざわ
幸
ゆき
康
やす
（窪野目）

◇新任　鈴
すず
木
き
伸
しん
一
いち
（高擶南）　後

ご
藤
とう
政
まさ
浩
ひろ
（高木）　塩

しお
野
の
　讓
ゆずる
（芳賀）

　教育委員会委員の阿部真由美氏
が、平成２９年９月３０日をもって任期
満了となることに伴い、同氏の後任
として新たに村

むら
山
やま
晴
はる
香
か
氏（山口）を

任命することに同意しました。

人権擁護委員　６氏に同意 教育委員会委員の任命に同意

た
め
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
を
１

台
増
や
し
３
台
確
保
す
る
た
め
、

年
額
２
１
５
０
万
円
必
要
と
説

明
さ
れ
た
が
納
得
で
き
な
い
。

　
市
営
バ
ス
運
行
時
の
利
用
者

１
万
５
０
０
０
人
の
４
割
程
度

の
利
用
者
で
、
費
用
対
効
果
に

他
の
議
員
か
ら
も
疑
問
が
あ

る
。
抜
本
的
改
善
を
図
る
べ
き

だ
。
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提出された議案とその結果
平成２９年度第３回市議会定例会に提出された議案とその結果は次のとおりです。

第３回定例会（８月２８日～９月２９日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

認第１号 平成２８年度天童市一般会計決算 認　定
（賛成多数）

認第２号 平成２８年度天童市国民健康保険特
別会計決算

認　定
（全会一致）

認第３号 平成２８年度天童市用地買収特別会
計決算

認　定
（全会一致）

認第４号 平成２８年度天童市財産区特別会計
決算

認　定
（全会一致）

認第５号 平成２８年度天童市介護保険特別会
計決算

認　定
（全会一致）

認第６号 平成２８年度天童市市民墓地特別会
計決算

認　定
（全会一致）

認第７号 平成２８年度天童市後期高齢者医療
特別会計決算

認　定
（全会一致）

認第８号 平成２８年度天童市工業団地整備事
業特別会計決算

認　定
（全会一致）

認第９号 平成２８年度天童市民病院事業会計
決算

認　定
（賛成多数）

議第２７号 平成２８年度天童市水道事業会計利
益の処分及び決算の認定について

原案可決
及び認定
（全会一致）

議第２８号
平成２８年度天童市公共下水道事業
会計利益の処分及び決算の認定に
ついて

原案可決
及び認定
（全会一致）

議第２９号 平成２９年度天童市一般会計補正予
算（第２号）

原案可決
（賛成多数）

議第３０号 平成２９年度天童市国民健康保険特
別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議案等に対する議員の賛否一覧表 （賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
熊
澤　
光
吏

笹
原　
隆
義

三
宅　
和
広

遠
藤　
喜
昭

佐
藤　
俊
弥

渡
辺　
博
司

武
田　
正
二

水
戸　
芳
美

遠
藤　
敬
知

村
山　
俊
雄

狩
野　
佳
和

松
田　
光
也

山
口　
桂
子

赤
塚
幸
一
郎

結
城　
義
巳

後
藤　
和
信

山
崎　
　
諭

石
垣　
昭
一

伊
藤　
護
國

水
戸　
　
保

伊
藤　
和
子

鈴
木　
照
一

清 清 政 清 政 政 清 清 清 清 市 政 清 市 政 政 清 共 清 清 共 無
認 第 １ 号 平成２８年度天童市一般会計決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 議
認 第 ９ 号 平成２８年度天童市民病院事業会計決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議 第 ２９ 号 平成２９年度天童市一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 議
※　○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない。）
※　会派：清＝清新会、政＝政和会、市＝市民クラブ、共＝日本共産党天童市議団、無＝会派に属さない議員

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第３１号 平成２９年度天童市用地買収特別会
計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３２号 平成２９年度天童市財産区特別会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３３号 平成２９年度天童市介護保険特別会
計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３４号 平成２９年度天童市市民墓地特別会
計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３５号 平成２９年度天童市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３６号 平成２９年度天童市工業団地整備事
業特別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３７号 平成２９年度天童市水道事業会計補
正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３８号 天童市手数料条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第３９号 第七次天童市総合計画の基本構想
について

原案可決
（全会一致）

議第４０号 市道の認定及び廃止について 原案可決
（全会一致）

議第４１号 天童市教育委員会委員の任命につ
いて

同　意
（全会一致）

議第４２号

～

議第４７号
人権擁護委員の推薦につき意見を
求めることについて

異議なし
（全会一致）

議第４８号 天童市監査委員の選任について 同　意
（全会一致）

議第４９号 平成２９年度天童市一般会計補正予
算（第３号）

原案可決
（全会一致）
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報告 議会報告・意見交換会の検討結果について
　５月に開催された議会報告・意見交換会において、市民の皆様から出された市政に関する意見・要望等
については、アンケートに記載されていた項目も含めて、全て市長に文書で伝えました。その中で、各常
任委員会で調査した項目については、次のとおりです。

市政に関する意見・要望等 調査した結果 担当

　市の美術館、図書館の前には
壁があり池もあり滝も流れてい
たが、今では滝は流れていない。
　武雄市ではツタヤが管理し賑
わったと言われているが、賛否
両論あるようだ。今後の運営の
方法はどうなるのか。
� （天童南部公民館）

　壁泉（滝）の揚水ポンプが、設置から２５年経過し、経年劣
化のため３年ほど前に故障しました。水道設備業者に見ても
らったところ、ポンプの交換が必要とのことでした。このポ
ンプが設置されているポンプ室は、壁泉の反対側に植栽され
た土盛りがあり、この土盛りの中に埋め込まれた状態です。
ポンプはポンプ室の扉からは出し入れできず、既存のポンプ
を解体し搬出、新しいポンプを分解搬入し組み立てる必要が
あり、見積額で２，５００千円ほどかかります。美術館に係る予
算措置の際、緊急性、優先度合いの高い工事から行ってきた
結果、ここ２年ほど先送りとなっていた状態でした。
　現在も修繕計画の中に当該工事は入っていることから、今
後必要になるその他工事との緊急性、優先度合いに配慮し、
計画的に改修を行っていきます。

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

　佐賀県武雄市や神奈川県海老名市、宮城県多賀城市などの
市立図書館において、民間の事業者を指定管理者にして、管
理・運営を委託し、入館者数や利用者数、貸出冊数が大幅に
増加し、地域の活性化や利用者のサービス向上に大きく寄与
しているようです。しかしながら、一方で、施設整備費や運
営経費の大幅な増大、選書の問題、郷土資料の不足などの課
題も懸念されているようです。天童市立図書館では、こうし
た図書館の利用者に対するサービスなどを参考にするととも
に、指定管理者と連携を図りながら、公立図書館に相応しい
資料の充実や相談業務の充実、魅力的な子どもの読書推進事
業の実施などにより、より一層特色のある図書館づくりと利
用者の拡大に努めていく考えです。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　予算審議は細かいところまで
やっているのか。また、事後の
チェックをしているのか。例え
ば、天童インターチェンジ工業
団地に調整池が３つあるが、流
入口がない。出来上がったもの
をチェックしているのか。
� （蔵増公民館）

　３つの調整池は各々の機能が異なり、全体で調整池機能を
果たすよう設計されています。
　真ん中の調整池１は、地表の勾配を利用して区域内の雨水
が流入するようになっており、流入口が１つあります。
　雨水の流入によって調整池１の水位が上がると、地下の導
管を通って南側の調整池２に流れ込み雨水を溜め込むように
なっています。この２つの調整池をあわせて本来の調整池機
能となります。
　北側の調整池３は、雨水を河川へ放流するための水路であ
り、調整池１と導管でつながり、溜め込まれた雨水を倉津川
へ樋管で放流するようになっています。

経
済
建
設
常
任
委
員
会
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議 会 の う ご き
■７月
　２４日　‌�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会
　　　　第２回定例会
　３１日～‌�８月２日　会派　清新会先進地視察
　　　　（山口県宇部市、山口市、萩市）
■８月
　２日　‌�岡山県真庭市議会視察来童
　３日　‌�市長要請総務教育常任委員会（第七次天童

市総合計画基本構想案に対する意見の対応
アンケート調査の結果について　外１件）

　７日　‌�市長要請経済建設常任委員会（山形県すま
い・まちづくり公社に要望する住宅地開発
事業候補地の選定について）

　８日　‌�山梨県甲州市議会視察来童
　　　　山形県市議会議長会議員研修会
　９日　‌�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会　

議会運営委員会
　１０日　‌�市長要請各派代表者会（天童市教育委員会

委員の任命について　外１件）
　１８日　議会運営委員会、各派代表者会
　２２日　大分県別府市議会視察来童
　２３日　‌�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会
　　　　全員協議会・第１回臨時会
　　　　栃木県栃木市議会視察来童
　２８日～９月２９日　第３回市議会定例会
　２８日　広報委員会
　３１日　議会運営委員会
■９月
　１日　‌�環境福祉常任委員会所管事務調査（ドモス

の現状について　外１件）

　４日　‌�市長要請経済建設常任委員会（畜産・酪農
収益力強化整備等特別対策事業の中止につ
いて）

　１３日　広報委員会
　２５日　‌�市長要請経済建設常任委員会（天童イン

ター産業団地内の分譲用地について）
　２９日　広報委員会
■１０月
　３日　広報委員会
　４日　富山県富山市議会視察来童
　５日　千葉県銚子市議会視察来童
　　　　福井県越前町議会視察来童
　１３日　茨城県笠間市議会視察来童
　１６日　広報委員会
　１９日　千葉県印西市議会視察来童
　２３日　議会運営委員会

市政に関する意見・要望等 調査した結果 担当

　側溝の維持管理について市に
確認したら、できないとのこと
だが。
� （高擶公民館）

　現地を調査したところ、当該側溝は法定外水路で、水田の
落ち水が宅地の間を流れるようになっています。手前の分水
するところで止水板により水の流入が制限されているため澱
みとなっており、加えて草木が繁り、蚊の発生源になってい
るとのことです。
　これら法定外水路の維持管理は地元の利害調整のうえで行
うしかなく、町内会に対応をお願いしたものです。 経

済
建
設
常
任
委
員
会

　舞鶴山の景観は良くなった。
文学の碑は市政施行４５周年記念
事業になっている。いつ完成す
るのか。議員も忘れているので
はないか。
� （長岡公民館）

　舞鶴山の文学の森整備事業は、平成７～１４年度に園路や広
場、あずまややトイレが整備され、平成１５年度に市制施行４５
周年記念事業として、イザべラ・バードの文学碑が建立され
ました。
　他の田山花袋・志賀直哉の文学碑はこの後に民間の賛同さ
れる方々の寄附により建立されたものです。
　田宮虎彦の文学碑は、平成２０年度に文化団体協議会が志賀
直哉碑とともに整備する計画となっていましたが、その作品
「笛」は、天童に住んだことのある女性の聞き書で、田宮自
身は天童と何ら関係なく、そのため寄附も集まらず建立が断
念されたままになっております。

　　傍聴を希望する方は、住所、氏名
等を受付用紙に記入して入場してくだ
さい。お気軽にお越しください。イン
ターネット中継も配信中です。

議会を傍聴するには
� どうすればいいの？

Ｑ

Ａ

てんどう市議会だより №15815



天童市の
学童保育所は…
柴田真子（４２歳・天童中部）

この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。
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１２月定例会の日程（予定）
１２月４日（月） 本会議（初日）
　　７日（木） 本会議（一般質問）
　　８日（金） 本会議（一般質問）
　　１１日（月） 常任委員会
　　１２日（火） 常任委員会
　　１３日（水） 予算特別委員会
　　１４日（木） 予算特別委員会
　　１８日（月） 本会議（最終日）

※‌�請願の締め切りは、１１月２４日（金）
正午までの予定です。

※‌�日程は変更になる場合がありま
す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

編
集
後
記

●
平
成
２７
年
の
選
挙
か
ら
２

年
、
９
月
定
例
会
で
構
成
替

え
が
行
わ
れ
た
た
め
、
１
カ

月
間
と
長
い
会
期
と
な
っ
た
。

●
今
定
例
会
は
前
年
度
の
決

算
審
査
だ
っ
た
が
、
来
年
度

に
向
け
た
質
疑
も
あ
り
、
新

年
度
へ
の
反
映
が
期
待
さ
れ

る
。

●
衆
議
院
が
突
然
解
散
し
、

選
挙
最
中
の
広
報
委
員
会
も

あ
っ
た
。
議
会
だ
よ
り
が
発

行
さ
れ
る
頃
に
は
、
国
も
新

体
制
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

●
構
成
替
え
に
よ
り
、
広
報

委
員
も
半
数
が
替
わ
り
、
前

委
員
の
後
を
受
け
継
ぎ
、
こ

の
１
５
８
号
を
完
成
さ
せ
た
。

●

１１
月
に
は
山
形
県
市
議
会

議
長
会
主
催
の
議
会
報
研
修

会
が
あ
る
。
他
市
の
議
会
だ

よ
り
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

更
に
、
市
民
に
解
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
。

�

（
伊
藤
）

　
私
は
市
内
の
学
童
保
育
所

で
支
援
員
を
し
て
お
り
ま

す
。
天
童
市
に
学
童
保
育
所

が
開
所
し
て
４０
年
。
現
在

は
、
市
内
全
て
の
小
学
校
区

に
設
置
さ
れ
２３
箇
所
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
４０
年
で
社
会

情
勢
は
大
き
く
変
化

し
、
核
家
族
化
や
共

働
き
・
ひ
と
り
親
家

庭
の
増
加
等
に
よ

り
、
学
童
保
育
所
を

必
要
と
す
る
世
帯
が

ま
す
ま
す
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

天
童
市
の
学
童
保
育
所

は
、
公
設
民
営
（
建
物
は
市

が
設
置
、
運
営
は
地
域
運
営

委
員
会
）
で
、
さ
ら
に
平
成

２７
年
度
よ
り
市
の
条
例
に
基

づ
い
た
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
の
中
で
は
、
児
童
数

が
５０
名
を
超
え
て
い
る
大
規

模
学
童
保
育
所
が
多
く
、
分

離
開
所
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
施
設
・
設
備
が
不
十

分
な
実
態
に
あ
る
こ
と
、
支

援
員
不
足
の
解
消
に
向
け
て

な
ど
、
具
体
的
な
質
問
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
市
長
や
行

政
担
当
の
方
は
、
市
内
全
て

の
運
営
実
態
と
保
育
状
況
を

把
握
し
た
上
で
、
地
域
や
各

学
童
保
育
所
と
連
携
、
協
議

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
解
決
に
向
け
て
、

前
向
き
に
進
め
て
く

だ
さ
る
と
の
お
話
で

し
た
。

　
行
政
や
地
域
、
市

議
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
て
い
た
だ
け

る
こ
と
は
、
と
て
も

心
強
く
、『
子
育
て
す
る
な

ら
天
童
市
』
と
若
い
世
代
が

多
く
転
入
す
る
の
も
そ
の
た

め
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

皆
様
に
感
謝
し
な
が
ら
、
天

童
の
子
育
て
支
援
の
制
度
や

環
境
が
、
よ
り
良
い
も
の
と

な
る
よ
う
、
一
緒
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご利用ください メール配信サービス
　天童市では、議会の開催情報や、災害、観光・イベント、健康・子育
てなどの情報を、電子メールでお知らせするメール配信サービスを行っ
ています。ぜひご登録ください。

委 員 長　伊藤　和子
副委員長　武田　正二
委　　員　鈴木　照一
　 〃 　　遠藤　敬知
　 〃 　　渡辺　博司
　 〃 　　佐藤　俊弥
　 〃 　　遠藤　喜昭
� よろしくお願いします。

※�登録は無料です。ただし、メールの受信などにかかる通信料・パケット通信費は登録され
た方の負担となります。

すべてのメニューを受信する登録方法です。
tndml@city.tendo.yamagata.jp
または、右の二次元コードに空メールを
送信してください。

かんたん登録

新しい広報委員を紹介します
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